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平城 宮第 154次硯地説明会資料

序公芥寸患司
1984年 3月24日 奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

女はじめに 当調査部は1984年 1月から平城宮跡第 154次調査として、内裏•第 2次大極
殿外郭東部の発掘調査を行ってきた。・調査地は、昭和42年に実施した40次調査区に南接

する南北35m、東西85mの範囲で、調査面積は2900戒である。第40次調査では東西65m、

南北 125mの範皿を築地で区画した中から、太政官の一部と推定される碍積基阻建物群

を発見しており、現在その一部に覆屋をかけ器出展示している。今回の調査の目的は、

40次調査で明らかになった東方官1面の南方の状況を究明することにあり、調査は現在な

お継続中である。

女調査IJ)概要 調査地周辺の地形は、西北から東南にかけて緩やかに傾斜する丘陵東斜面

にあたり、宮の造営に際して地盤の低い東南部に整地を行う。西方の内裏東外郭部分と

は 1.5mほどの段差があり、北方の40次調査区とも 1m近い段差をもつ。今回検出した

主な遺構は、礎石建物 2棟、築地塀 3条、掘立柱建物 2棟、掘立柱塀 4条、溝 6条など

で、整地層との関係から奈良時代前半、後半、平安時代に大別できる。

調査区の西端で検出した束大溝SD2700は、内裏束方を南流する幹線排水路である。

昭和 3年の岸熊吉氏の調査以来、 3回にわたって調査が行なわれ (21.129. 139次）、幅

2.4mの洞の両岸に玉石を積んだ石組洞であることが明らかにされてきたが、本調査区

内では石組が東l¥の一郎に限られ、南半および西岸は素掘りのままとなる。玉石が抜き

取られた可能性もあり、溝幅も 6m前後と上流にくらべて幅広になる。東西溝S04240

、は、内裏内郭からの排水路で、内裏東外郭を限る築地の下を石組暗渠で抜け、今回の調

査区北端近くでS02700へ合流する。昭和41年の第33次調査の知見では、凝灰岩の切石

組と推定したが、今回の調査では切石組の痕跡は認められなかった。幅 2.5m• 深さ 1

.8mであるが、水流の落差が大きいために底面は滝壺状に複雑に窪む。 SD2700には内

裏東外郭に問<rりの心にあわせて橋SX01が架かる。橋JI/』に新旧二時期の改修がある。

S D2700 • 4240(/）堆積は大きく 4屑に分かれ、最下屈からは天平 2年 (730)、最上層

からは延暦 3年 (784)の木問が出土した。また溝がほほ完全に埋まりかかった 9世紀

には、溝上に 2条の通路（土橋）が設けられている。洞の南端東岸で検出したSX02は、E

木樋を埋設した110渠状の施設である。

調査区の南では東西に延びる築地（SA03)の基底部を50mにわたって検出した。築

地韮塊は整地厨の上に粗い版築で作られ築地両脇には梁閻 6尺 (1.8m)の寄柱が10尺

(3.0m)等間で規則正しく残る。築地の東端は後述するS03410の西側で南に折れて

おり (SA04)、この築地が南IJ)官1面の北限を画す北面築埴であることが判る。築l也IJ)

北東隅から西へ 8間目には後に門S808が設けられている。 西面築地は削平を受けて

いるため西北隅は不明であるが、先述した木樋暗渠 (SX02)上で南折する可能性が高

く、東西54m前後の区画を想定することができる。築地の内部では礎石建物 2棟S805

• 06と土膿SK07等を検出した。なお、築地の下輝には掘立柱塀SA09があり、奈良時

代後半に柱を抜き取り築地塀に改築した状況がうかがえる。

築地塀SA03から調査区北端までの南北30m閻には、平安時代以降の小規模な数条IJ)

柵SA10~11以外に顕著な遺構がなく、広楊的な空間 (SH12)とし、て機能していたも

のと考えられる。調査区の東南で検出した南北溝S03410は、幅 5m、深さ 1mで、西

岸にのみ径50cm大の大形の玉石が 2~5俊残る。この溝は当初は素掘りであったらしく、

後に西岸を改修して玉石積とし、東岸を木杭で護岸する。北端で東西洞S015にとりつ

き、東へ延びる。 S015にはS03410の東岸から渡る橋SX16が架けられている。両溝

の堆積は周ーで、二層に分かれ、上層には富寿神宝・隆平栄宝とともに 9世紀前半の灰

釉陶器が、下層には和同開弥・万年通宝・神功開宝とともに天平16年 (744)の木簡が

伴う。

調査区北東部の遺構は40次調査で検出した遺構と一連のものである。石組南北洞SD

4850は北の官面の排水施設。本調査区内では削平を受け、底石を一部にとどめるのみと

なる。 SA17は 9尺等間の掘立柱東西塀。柱筋が40次で検出した南門S853~0の心にそ

ろうところから、南面築地SA2746の前身遺構と考えられる。築地削平部分で今回 4間

分を確認した。他に碑積基壇下に伸びる掘立柱建物S818がある。

＊出土遺物 東大溝とそれに合流するS04240を中心に多量の遺物が出土した。木製品で

は木偶、鳴鏑、木箱、制毛、漆盤匙といった類例の希少なものをはじめ、 「左目病作

今日 今口」と墨国された人形、呪符が注目される。瓦碍類は軒瓦が 800点にのぽり、

その形式は内裏周辺地域から投棄された状況を反映している。また土器類では、緑釉陶

器、陶硯、土馬とともに多量の塁書土器が目をひく。他に銭貨、帯金具、海老錠などの

金屈製品がある。木個は木屑IJ):I阻積屈から大且の削り屑が出土しており、水洗末了の現

状では出土数を把握しがたいが、 •1000点を越すものと思われる。 S03410からの出土品

は少ないが、瓦碍、土器類をはじめ人形、斎串、下駄などの木製品、銭貨、形象硯IJ)蓋

などがある。

＊まとめ 今回の調査では、平城宮内裏東方官梱と大極殿東方官栃の間に南北30mにわた

る広楊的空間が存在することを明らかにし、あわせて大極殿東方官1前の一部を新たに確

認した。また調査区東南部で昭和40年に検出したS03410の北限を明らかにし、 S034

10とS015が東院区画に沿って延びる幹線排水路となることが判明した。さらに東大洞

．の構造に関しても新たな知見を得るとともに内裏関係の豊酉な遺物を得ることができた。
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